
12 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

神美地区 「神美地区コミュニティセンター（仮称）設立準備委員会」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

地区の概況 

人 口 2,167 人 

世 帯 数 723 世帯 

高齢化率 27.2％ 

集 落 数 10 

 

小学校 神美小学校（児童数 125 人） 

中学校 なし（豊岡南中学校区） 

幼稚園 神美幼稚園（園児数 28 人） 

保育園 なし 

認定こども園 なし 

 

神美地区 

組織の状況 

代表者名  加谷 定 

会の構成  区長会、農会長会、長寿会、神美（幼）PTA、スポーツ 21、スポーツ少年団、 

防犯協会、交通安全協会、消防団第 11 分団、民生委員児童委員、公民館 （計 24 名） 

これまでの経過 ＊平成 27 年４月モデル開始 

神美地区コミュニティセンター（仮称）設立準備委員会  

これまでの取組み 主な内容

８月 コミュニティ研修会 地区住民を対象とした研修会（区長会主催）

12月 モデル地区実施に向けた調整会議 準備の進め方を検討

２月 コミュニティ研修会 区長会及び地区内団体長対象の研修会

３月 公民館役員説明会 公民館総会にて地域コミュニティを説明

設立準備委員会設置 4/1　規約制定

第１回準備委員会 規約及び委員、役員の承認

７月 第２回準備委員会 地区カルテの作成（現状と課題等）

防災集会開催 地区、学校、民生委員等総合防災訓練

ふれあい座談会 住民自由参加によるグループワーク

12月 第３回準備委員会 委員会の経過確認と組織づくりを検討

２月 第４回準備委員会 コミュニティの名称・組織の骨格・構成の決定

３月 先進地視察研修 あば村運営協議会（岡山県津山市）
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加谷 定さん 

（同準備委員会 会長） 

分野別取組み内容 

コミュニティの取組み 

地域住民や小学生、PTA、民生委

員児童委員、長寿会、防災士会など

と連携し、地域防災集会を実施しま

した。なんと、約 230 人が参加され

ました。 

集会では防災士会に講演しても

らったほか、図上訓練、避難訓練、

炊き出し訓練を行いました。 

防災の意識が高まっていること

が感じられ、自主防災組織と消防団

をうまく連携させることが今後の

コミュニティの課題だということ

も分かってきました。 

炊き出しは小学校が育てたお米

の週アック 

の収穫祭も兼ねることで、異世代交

流を図ることもできました。 

また、意欲的な人を発掘しようと

「ふれあい座談会」を開催しまし

た。PTA などに声をかけて、若者や

女性を中心に集まってもらい、地区

内の良い点・悪い点、将来性や方向

性を話し合いました。 

地
域
振
興 

地
域
防
災 

地
域
福
祉 

人
づ
く
り 

①登校児童の見守り、あいさつ運動 

②青少年健全育成活動（卓球大会、ラジオ

体操等） 

③三開山の山道整備 

④各種団体長の懇親会 

①神美長寿会の活動・事業 

②民生委員児童委員による相談、支援、 

見守り活動 

③公民館における月イチふれあい喫茶 

①神美地区運動会 

②ソフトボール大会、バレーボール大会 

③グラウンドゴルフ大会（長寿会、児童、

住民） 

④文化祭 

⑤幼児教育学級 

⑥公民館各種教室 

新しい地域コミュニティに取り組むことで、長年慣れ親しんできた公民館が変

わってしまうという意識を持たれる方が多いようです。神美地区では、高齢者の

皆さんを中心に、区ごとに持ち回りで公民館の清掃をしていただくなど、とても

愛着を持たれています。このような方々のためにも、試行錯誤しながらではあり

ますが、しっかりとした組織をつくっていきたいと思います。 

①神美地域防災集会 

②消防団第 11 分団による活動 

③防犯協会神美支部による活動 

④防災行政無線による非常時放送 


